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論文内容要旨

  昆虫は古代デボン紀に出現 し. 石炭紀にはいり, ヨー・ッパから北アメ Uカにわたる・一 レノシ

 アで大発達をとげた。 古生代末には濠州大陸までその化石がみられるが, 東亜においてぱ、 陸上植

 物化石が多産するにか＼わらず昆虫 化石はほとん ど知られていない。

  中生代の前期, 三畳紀は世界的に昆虫化石に乏しく, オースト ラUアを除いては断片的な記録し

 かない。 山口県大 嶺で発見された昆虫1ヒ石は, 1 欝重 18 個体とその量は多くないが・ 今のところ

 オーストうけアのものに次 ぐ内容をもっている、 ジュラ紀の化石はヨー・ ソパ, 中央アジアに多い

 が, 東亜には中国の熱河を中心とする北部一帯に豊富な含昆虫化石層 があウ, すで山東半島などか

 ら産出 した一部化石が報告されている, 本論文で熱河その他産の昆虫化石 18種を追加することが

 できた。 白亜紀後期ぼ中 生代植物群が顕花植物を主体とする新生代植物欝に交代する時期に当 たり

 昆虫でも現生昆虫の直系先租の出現がこの時代に期侍される。 ところが, この時代は世界的に昆虫

 化石の産出が少ない。 石川県大通 合で発見された白亜紀後期の昆虫1ヒ石群は, 質, 量ともに満足て

 きるものではないが, このような意味から重要な存在といえる。

  本論文で「東 亜」 として扱う地域は, 北は トランスバィ カ ノレ, パイカ ル湖, 西はモンゴル, 内蒙

 のア ラシ アン, 南は北べ トナムのトンキ ンで 副された地域とする。

  東亜の中生代化石昆虫産地は, 既知のものが15か所. 本論文中に新に報告するもの6換所の計
 21 か所 て, その 時代 は三畳紀後期4,ジュ ラ紀前 ・中期4, ジュラ紀後期 10, 白亜紀後期1とな。ている。

  まづωめに各昆虫化石含有層の地質時代を明かに しなければならない。 主として従来の地質学,

 古生物学的研究を総括 し, その層序, 構造, 7アウナ, 7・ ラ及 びその地質時代を 略述 した. わが

 国。昆虫化石含百層はその上下に海成層を伴うことが多く, 正確な時代決定が可能であるが, 夷垂

 内部の地層では正確に時代を』劃定することの困難な賜金が多い。 Pingによって報告された 中国

 東北部, 北票・熱河 弓.b東半島の言化石層は, 全部下部白亜系として扱われている. しか しこの地

 域の層 位学的研究を総括することにより, 含昆虫稲石層は4層準にあることが明かになった。

 Pi皿g の 記載 した北祭のものは ド部ジュラ紀と下都一中部 ジュラ紀の 2層準, 他は上部ジュラ紀

 の第三の層準のものである。 豊富な昆虫相をもつ山口県 大嶺地方と, 中国東北部熱河山地について

 はや 1・ くわしく論述 し, 熱河の含昆虫化石層は諸説があるか上部ジュラ系と結論 した.

  大領の三畳紀昆虫は, 18個体, うち種まで同定てきたもの 13種, うち耕偶K属するもの5種,

 薪亜属に属するものが1種てある。 他の地域と共通の属 は, P¢ 伽πoゐ∠α 甜 α, Tr 乙α830 昴α

 ̀加.5α倣τ・房α甜α, 1P妙κ乞α, 記 襯・5一界侃d" の5属で, 最初の馬面几・一

 6∠α ㍑α をのぞく 4属は オー ストラリア, 7イ ン スクン ドの三畳紀の昆虫と共通 である。

 P認 乙πo 尻α甜αは ドイ ツの最上部三畳 紀とされ た地層から発見された ものである。 このように

 大嶺昆虫群は オー ストうけアのそれ と密接にな近似を示すか, 一 方では ヨー・ソパとの類似もうか

 がえる。 ヨー・ッパとの類似が顕著でないのは, 東亜以西の 三畳紀昆虫化石の産出が極度に少ない

 せいであろう。

  大嶺とオーストラ II アの昆虫相の類似に関連 し, 後者がゴン ドワナ 大陸に繁栄 した二畳紀の昆虫
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 詐1ご由来づ■るものか, 或はそ1れと1蘭1糸なくコ・一ラシア大陸力・1ら移{勤したものがもとr⊂なったかとい

 う問題かある。 両者中最も量的に多いコキブリを比較してみると, 属の レベルて共通するものか最

 も進んだと.思われる ∫胞4 観。ゐどα甜α の頽1まヨー・ンパ, 日本, 北ベトナムに分布し, オース

 トラ il アに及んでいない. 最も多い /「r乙α3306碗甜α では, オーストラ 11 アの万に, より進

 んだと、曽,われる橦 か多い。 この時代1こ特政的な特異な同種餌1P30乙。εα はr㌍央アンアからも近

 縁の /P槽～傷 碗 姦 力知ら二rして・登 り, ノ四 碗 ぬθ∠∠α → /P3面・昭 げ戸 謁・め ぴ

 面3 )(日不) → /刃3尻。乙α y・3・(オーストラリア)の系統が推定される。 ノP8也亮。あ

 8∠∠α は最 も味聞てあるか, 産出層の時代は三畳紀末(又はジュラ紀の初頭)で, 進1ヒせず残っ

 たものてあろうっ Lレドゆものは明らかに両者の中間の性質を示すっ これらの 事1実と, オーストラ11

 7の二畳紀昆虫肝か, ゴキ フ笥 白や 1勉 7吻1)∠εoo μ¢rα 目を欠いていることなから, オース

 トフ リ 1八∠)三ギ銅ゼ∫彦』具ll潟江, 歩く と 毛. そ・の一ll:Bがコ 一 ンシ了・わ、昆虫痔に由来 した ものと考之られる〕

 すなわち日 4』の天頂昆虫静は1一 べトラ 1」 アから由来したものではない。 テーチス源によP 隔離

 されていたコ} ドワナ. アシ ノブ フ両 人離か, 一1畳紀になって陸r「IOにより連絡 し, 両者に交流のあっ

 、ノこ こと.1β、劇iゴ葛 れる ・, ・.二 れと逆方向の 移動の剛と して ldコ・ ンキノ植物 群炉 に コ'ノ ト' ワ ナ人陸に特有

 な(∫!05・3臼p/ご r'乙ぷ、⊃1昆 表してレ・る こ と、シ㌧らけ ら れ る〕

  ジ(百貫∫重}と虫1ヒ石 lSi回信く1い, ゴ キ フ'り /外 121圏/本あ り, 全1李の 679わ を占め る。 コ'キ 'ブリが1ヒ行《

 なり やすい壌1瑠て好ん で棲、慰 していたことを考慮 してもゴ ニ1' ブ 取!ε1が多かっ たことは 事実 て, 美祢

 層群堆積時は高温 多湿て, 海岸近くまて森林か発達していたことが推定される、

  ジ コ. 『ノ 紀 liリ期の昆虫 IL 猷ま ・1.1'也点に ユ1 り知られる,ウ・北祭の もの、う・最も数、シ` 多い。 一(イ カ ル湖西青し

 ¢) ウ スト ・バレ ィベ〕rP火 ア ンアの キ シノレ ・ キ やの昆虫督1と■と∫「のガ1θ叉はあるか, そ'れ⊥ユ■ヒの狂昂而に

 は ・ピll、1'二[・ が † 分 で な いつ

  ジュ ン紀佼1り距二は魚liレj んyoθpご θ1α ゆ嘘IHIに虹って特赦づけられる湖成層が, 北はトラyス

 バィ カ几, 西1笈 モ 一・ コ'ル, 目'粛 首, 田1=鉾映画 ㌫, Lli泉'臼鵡1'こかこ吏:且.た地肩以て 旭j註し/隻、 このうち

 (全 39煙)熟河か地中・化石を最も豊富に派し, この昆虫併を「熱何.昆虫牌 ノεん。∠ 爵し36σ`

 ∫α昆1こα」 と目つける 1り1'h, 1u iフ1'嵩、 ヒ輯亜属を・玉くむ 20 1璽よりなるか二蒔米著しいユ雪塊か

 期待される、 これ に“.虹E'1∫1乍性1外多く, 蒋異なナヲ フシ chveSmodidae の ものな ど一一1ルを隠三く

 と、 回1胃ftと,「ど.われる1い央『プジア必) カ ノ。タ ウや ドィ ・ノの ノ'一丸ン ホーーフェ ンとのヲ㌧逼1生は少・ない

 熟～可昆虫許ばだ/功 θ1181・'ノ刀3～5・ ズ'・乙3召∠α∠乙3 という Lリ(な カゲ ・ウ幼虫で為・徴づけられる。

  1'α孟・ゐ∠σ17～夕ρ∂ 1ま[ト1ケr.代1に6 ノ ロ ニノ を 2つの area eこ 大ン11」 し, 遂 ら 1に 4 つのprovinco

 を蔵ン1りし凡 虞河}巴虫ll雫, カラ・タウ妻包虫1拝, ゾー ルンホー7エ ン昆虫1弄は5 それそ』れ VaKh!-

 ameeV の"Ea sも A3上aa 擢"Mtdd.!e Asian"お・よび"巳uropean " の各prO-

 vi ri ce に属すると 見る こ.ともできる。 すなわち, 三畳紀にはヨー・ノバ, アジア, オース 1・ラ

 リアを,通じ, 汎世界的な均一性が保たれていたが, ジュラ紀になって生物地理学的な地域差が生じ

 たことになる、

  熱 河昆虫 詳はEpんε況6τOlo3乙3 上ソ、外に も, 異様な ナナ フ シ5乙π00んτ83η104 α な どこの

 時代以降には見られないものも含まれてしるるか, 反対に, これ 以前には知られていないような現代
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 的な昆虫の出現も目立 つ。 中でもタマムシ '11 8300んα∠0 0Pん。 rαは、 王賠二Dウベタマムシ

 0んα∠oopんOTα と極めて近似し本寅的な相異はない。 数種の コガネム シ, ハチ S乙ηory3-

 3乙3 の出現も特記すべきであろう, 反対に産卵管をもつゴキブ]1 ∫lfαoゐん 廊乙億 やナナフシ

 躍εrαpんα3η1α は原的な特徴を残している1列といえる。

  前期白亜系からは. 眉rに記載したもの1瞳, 覗知のもの1種で, 比較険討するには資料力二・卜定て

 ある。

  白亜記後期の昆虫については, 石川県人遭i谷のみから知られるが, この時代∠)昆虫比石は世界的

 に少なく, 比較材料を欠く, その上, 大垣 合昆虫詳の 大部分が甲虫の翅鞘よりなり, 分類上の位置

 の決定さ え困難な場 合が 多い。 しか し, そのうちには現生昆虫中に近似檀をみ つけ られる ものもあ

 り, 現生昆虫相に近 似の内容をもつことは明らかである。 1ヒ石から 割1断ずると, その幼生時, 成虫

 期に, 枯木の材や, 朽木の皮 卜'. 樹木, 池上などr⊂すむものが多く.顕花植物の花との関係は全く

 見出されない。 このことは大通谷植物詳が球泉順やシダ類などをヨ三体として, ヒシなどわっかな例

 をのぞき瀬花植物を欠いていることと矛盾しない。

  昆虫化石は植物の葉 1ヒ石などと比べその産出が少なく. ま た各層準ごとに連続 して産出する1タ脇

 少なく, 一一部の特例をのぞいては地質時代の決定, 地層の対比など, 地質学的な貢献が少なかった一

 しか し以前から一部の研究者に気付かれ たことではある が, 東 亜.北部一一情の ∫,y ω μ ε7・α 層準

 には, ほとんど常に巨大なカゲロウ幼虫 κμ房η凶rop3 話 オ丁乙」昭 蝕 ぬ 5・ がヌし存する。 も

 し 五シoop60∂α が発見されなく と も, だp ん¢濡6TO/'ぷど3 の出現1'こよ り. 」也1哲の対上ヒが可f老

 である。 しか し, 最近の研究によって・ 乙yσ0/冗6rα は, 層準のちがい・.1上層・う差により・ 煙

 類に相異のあることがわかってきた。 ところが だp 肋 η1召rθρ3乙5 は全盲[1 /r～ ・5・ 以 α∠ 乙5・

 1陸に同定されている。 既 ∫猷長の論文の村内を与ると, 谷産地のものの外音[二形態が必ず しも一致す

 るようには見えないっ 各産地り象本の上ヒ較険討が必要と,思われる。

  また同じく熱河層群からナナァシ Cゐγ2311脚〔島4α8 の7}壷出は, ドイ ツ, ノーレン才一7エン

 との同時性を暗示し, ま た北票層群から jfε3`ノ6∠α猛乙防α の産出は, その時代が少くとも■

 畳紀にはさか上〕 えない こ・ とを示 し, 地層の時代決定に役立ってい る。

  昆虫の進化糸紡学的に見た場台, いくつかの薬味あるものか含まれている。 大“、夏て産出したナカ

 ヒラタム 酒好の C∠ 姐んr卿 緋 閥 は翅 軒ゴが厚く, その格子状の内旨鵬造庭ll-li諜いっ ∫靭r矯

 をもつ中生代ゴキブUはすてにノ.達て報告 かあるが, やはり産卵管 のあるナナ7 ンは 醤」升究が初め

 ててあろう。 北朝鮮新義州より哩出のトンボの幼虫は, 尾部付属器は現生のムカンヤンマに近いが.

 他の 部分はムカシヤンマと異なり, 近似種がない。 成虫の産出かないのて断定できないが中生代中

 期に繁栄 した 加ぷσ 妬 認乙 副 貨 の幼生ではなかろうかと推定される。
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 論文審査結果の要旨

  藤山 家徳提出の 論 文は 「東亜の 中'ヒ代・1ヒ石昆虫相」 と題 して 英文 で 十章からなってい る。

  藤山家徳の研究は 東亜化石昆虫をま とめた最初のもので, 特にソ連バイカル湖以南. 北ベトナム

 以北の地 域に発達分布す る中 生代層崖の 昆虫を取扱ったものである。 中生代彦の昆虫は特に上部三

 畳系, ジュラ系、 下部臼亜系及び上部臼亜系に限られている。 これは地層の分布状態と採集の不充

 分さてあると考え られる。

  藤山は内蒙古, 北中国, 北ベトナム, バイカル湖附近, 満州, 北朝鮮, 韓国. 香港, 熱河むよび

 日 本各地から慶する中生代昆虫含有層の層位 ・古植物・淡水 軟 体動物・淡水 魚類等についても

 詳細に述 べている。

  それらの証拠 によって、埃産する昆 虫の時代決定 を行なってい る。 化石昆虫によって他国産/ヒ石昆

 虫と の関・係, 東亜 における化石昆虫 の示す古環境, 及 び中生代 を通 じての化石昆虫の変遷さらにそ

 れらの地質学的意義・対地について詳細に論じている。 さらに1化石昆虫の検討により東亜の三畳系

 から 13属16種を識別しそ'のうち, 」2新属. 】6新種を記載している。 上部Eヨ亜系にお・レ・ては1・1

 属, L斤・丑 を記載 してい る。 三三畳系の昆虫 1ヒ石群は 日本の 大 嶺地方、グ 最も有名 で Bla七todea (訊

 キ ブリ目), Hem.ip七era, ParaplecOp七eraによっ て 代表され, オーストラリア奉のもの

 と類似 する がヨー・シ パ及 びトンキ ン産とは関係がうすい。 これらによって三畳紀の昆虫群は 世界

 的に広ぐ分 布し ていたと推察 してい る。 中国熱河地方のジュラ紀昆虫群は Ephe 且1erida(カゲ

 ロウ目 ), Phas羽i〔ia(ナナフシ目 ), Go』LeOPしera(カ プトムシ目 ), B!attodea(ゴ

 キ ブリ目)等によって代表され, 中央アジア, 及びヨー・ッパ産のものとは関 係がうすぐ, 大部分 ・

 が中国のみとなってい る。 上部臼亜系の昆虫群は日本の大道谷に最もよく 産出 し, COrabidae.

 ( ゴミムシ目 ), Te且ebriOl/id.ae(ゴミムシタ'マシ目)で 代表され世界で比較できる昆虫群

 が知られてむらず, む しろ現生の ものと類似 していること を述べている。

  藤山家徳の 研究は東亜で最初の昆虫の研究であり, 昆虫学に貢献するところが 大であ る。 よって、

 本論文は理 学博士の学 泣輪 文と して適当であ ると認定 した。
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